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東京国立博物館
 学芸研究部保存修復課環境保存室長　和田　浩

東京国立博物館における展示ケース製作事例からみた
展示環境保全の取組み

1．はじめに
近年，文化財をより活用しようという動きが
盛んになりつつある。国民共有の財産ともいえる
文化財をより多くの人々が身近に鑑賞できる環境
の実現は素晴らしいことである。一方で「安全に」
活用する技術をないがしろにして，文化財を活用
し続けると劣化が急激に進行し，損傷として現
れ，文化財の価値を損ねてしまうことにもつなが
りかねない。活用によって文化財を失うという矛
盾を避けるためにも展示の安全性を担保する確か
な保存技術が必要とされる。本稿では東京国立博
物館における展示ケース製作事例からみた展示環
境保全の取組みとして，そこに用いられる保存技
術についての現状を述べてみたい。

2．博物館環境と予防保存
文化財の保存状態は時間経過に伴い変化する
場合が大半を占める。製作直後の保存状態が最良
であるとした場合，何らかの要因で劣化が徐々に
進むと，ある時間経過後には，文化財としての活
用が極めて困難な保存状態になってしまう。そこ
で，比較的大規模な修理を行い，保存状態を回復
することで活用を再開する。劣化要因が除去され

ないままだと，再び同様の速度で劣化が進み，大
規模修理によって回復する循環を繰り返すことに
なる（Fig.1）。このように，いわば文化財を酷
使し，活用できなければ修理によって回復すると
いう循環で維持することは，従来の保存修復にお
ける考え方でもあったといえる。しかし，規模の
大きい修理を繰り返すことは文化財に負担をかけ
ることにもなり，限度がある。そこで，そもそも
劣化の進む速度を抑制するという解決法を求める
考え方が必要となってくる。理論的には劣化速度
が緩やかになれば，長期間で比較すると修理の回
数は減り，その都度実施する修理規模も小さくな
り，従って文化財への負担も減る（Fig.2）。こ
れが1990年代頃盛んに提唱されるようになった
予防保存1）という考え方であり，現在の保存修復
活動の在り方でもある。
劣化速度の抑制を実現するには，まず劣化の原
因を考えねばならないが，それらは文化財周囲の
環境に必ず存在する。つまり，劣化速度の抑制に
おいて重要なのは，文化財周囲の環境を安全なも
のに整える行為，環境を保全する活動である。環
境を保全することで文化財の劣化を抑制し，必要
最小限度の修理と合わせて保存を試みる，という

Fig.1　�時間経過・活用に伴う文化財の劣化と修理による
回復の繰り返し

Fig.2　劣化速度を抑制する予防保存の効果
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活動が中心となる予防保存は，現代の保存修復を
語る上では不可欠なものとなっている。環境とは
文化財を活用する上で非常に大きな影響と役割を
持つものである。
博物館環境を具体的に特定するには，博物館
における文化財の動きに着目すると分かりやす
い。博物館活動において，文化財は多くの時間を
収蔵庫で過ごすことになる。計画に従って展示室
に陳列され，一定期間経過後に再び収蔵庫へ戻る
（Fig.3）。修理のための工房への移動，研究のた
めに分析室へ移動する等，特殊な場合を除けば，
博物館活動において文化財は収蔵庫と展示室との
間を往復する運動を継続していると捉えることが
できる。こうした文化財の動きを見ると，文化財
の所在としては，収蔵庫内か展示室内あるいは両
者間の移動中であるか，大きく3つの態様に分け
られる。つまり，博物館環境の類型としては，収
蔵環境，展示環境，輸送環境という3つの主要な
環境が存在し，それぞれが異なる性質を持ってい
る。予防保存とはつまり上記3つの博物館環境を
保全することなのである2）。

3．収蔵環境
文化財は収蔵庫内で非常に長期間保管される
ため，自然災害を含めた様々な事態への備えが必
要となる。大半の文化財は収納棚に収められてお
り，収納棚は地震発生時の転倒予防のため，床や
壁面に固定され，さらに棚同士が連結されている
（Fig.4）。各棚には金網戸が設置され，地震発生
時に収納物が飛び出すことによる落下を予防して
いる。また，棚の表面塗装には粉体塗装が施され，
収蔵庫内に揮発成分が極力滞留しないような仕様
となっている。文化財害虫による被害を予防する
ためには，日常的な清掃は必須であるが，棚下に
は清掃しやすい空間を設けている。近年整備し
た収蔵庫のSA（給気ダクト）にはソックダクト
（Fig.5）を採用し，文化財に直接強い風が当たら
ぬよう，また庫内全体が均一な温湿度環境になる
ような工夫が施されている。壁面や天井は一面に
調湿ボードを張り，内壁と外壁の間にエアスペー
スを設けて，一定水準の調湿性と断熱性を確保し
ている。このように収蔵環境内では非常に多くの
環境因子についての制御を心がける必要がある。

Fig.5　収蔵庫天井に設置されたソックダクト Fig.6　海外輸送用に製作された木製の梱包箱

Fig.3　博物館活動に伴う文化財の動きと周辺環境 Fig.4　地震対策としての収納棚同士の連結
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4．輸送環境
輸送環境は文化財との接触時間が最も短い環
境である。従って，長期的にゆるやかに進むタイ
プの劣化現象は輸送環境中で発生しない。輸送環
境を保全する際に着目すべき環境因子を考えた場
合，収蔵環境同様に温湿度は重要な環境因子であ
る。従って，梱包箱（Fig.6）の密閉性および断
熱性を高め，輸送中の温湿度を安定化させること
で輸送環境は格段に向上する。輸送環境内で発生
しうる損傷の傾向としては，短期間でありながら
甚大なものが多く，亀裂，断裂，剥離，剥落といっ
た一瞬のうちに発生した損傷の直接的な原因は輸
送中に文化財が受けた「衝撃」や「振動」である。
輸送環境を保全するとは，具体的には文化財に伝
わる衝撃加速度および振動エネルギーをできる限
り小さくすることであり，「衝撃」や「振動」とい
う環境因子の調節を行うことである3）。

5．展示環境
さて，本稿で主題として扱う展示環境は，文化
財との接触時間という点では一様ではなく，素材
によって異なる管理がなされているのが現状であ
る。展示環境においても温湿度は重要な環境因子
として位置付けられ，その範囲や変動によって，
亀裂や変形などの物理的損傷，腐食や変色などの
化学的損傷，カビや害虫などの生物的損傷，を引
き起こす原因となりうる。温湿度の調節範囲は博
物館施設によって若干の差異が存在するが，収蔵
庫においても展示室においても基準のとらえ方
はほぼ等しく，国内では温度20から25℃（季節
的な変動含む），相対湿度50から60%の範囲に
管理されているのが実状である4）。また，展示環
境は文化財が唯一積極的に光の照射を受けねばな
らない環境である。作品鑑賞を実現するために光
照射は必須であるため，文化財表面が受ける光の
強さである照度を素材毎に管理する必要がある。
従って，分野や素材によって博物館においての陳
列期間が異なり，例えば東京国立博物館では，照
度制限の最も厳しい浮世絵版画は最大照度50ル
クスとし，年当りの展示期間を4週間以内として
いる5）。

6．展示ケースの要件
多くの博物館資料は展示ケース内に陳列され，
展示ケースが展示演出の要として機能する。こう
した観点から，博物館において展示ケースは必須
の設備であるといえる。また，展示ケース内の限
定された空間は環境を制御しやすく，安全な展示
環境を整えることで，資料の保存状態を維持しな
がら展示活用が可能となる。保存と公開の相反す
る命題を両立するのもまた展示ケースの役割であ
る。展示ケースは，それに用いられる素材や加工
技術等に関連した様々な分野の技術的発展に伴
い，徐々に進化していく。展示ケースはその時代
の技術が結集された1つの箱であるとも言える。
東京国立博物館は，毎年のように展示室の改修や
改築を行っており，それをある種の契機として，
現在まで多くの展示ケースを製作し続けてきた。
特に，資料の保存を考慮する観点から，展示ケー
スが具備すべき要件については原則的事項が存在
し，東京国立博物館ではそれらを以下のような項
目にまとめている6）。概略すると，（ⅰ）気密性
が高いこと，（ⅱ）機能性の高いガラス（低反射，
高透過，高強度）を用いること，（ⅲ）照明器具を
備える場合は有害光線を含まず質の高い（演出効
果の高い）光を照射するものであること，（ⅳ）使
用する素材から有害物質が揮発して内部に滞留
しないこと，（ⅴ）調湿剤を設置する空間を有し，
通気孔等を通じて効果的に調湿できること，（ⅵ）
保安性が高いこと，（ⅶ）内部環境のモニタリン
グが可能であること，（ⅷ）免震装置を始めとす
る地震対策が施されていること，（ⅸ）構造的強
度が高いこと，（ⅹ）取り回しが可能な程度の総
重量であること，といった内容になる。展示ケー
スに対する考え方は時代とともに変化する部分が
あって当然であり，上記の要件に関しても修正を
加えながら現在に至るものである。これらの要件
は資料の貸し出しに伴って，先方へ要求する展示
環境要件にも反映されている。

7．新規製作した展示ケース
展示施設の改修や展示ケースの補充に伴い，新
規に展示ケースを製作する機会は，これまで抱え
ていた機能的な課題を根本的に改善できるタイミ
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ングであるとも捉えられる。最新の機能を具備し
た展示ケースを設計し，演出的にも環境的にも優
れたものを獲得できる機会である。

⑴東洋館常設展示ケース（2013年1月）（Fig.7）
東洋館（1968年開館）の耐震改修工事に伴い，
展示室全体も改修することとなり，全ての展示
ケースが新たに製作された。壁付ケース，独立
ケース（立ちケース，覗きケース）を計121台製
作し，その全てに両面低反射加工を施した，合わ
せガラス（2層のガラスを透明樹脂で接着したガ
ラス）を採用した。全ての展示ケースには下部に
調湿剤設置トレイを設け，内部に設置したデータ
ロガーはケースフレーム内部に配線したケーブル
を通じて，展示ケースを開放することなくデータ
回収を可能とした。こうした環境維持や管理に関
する工夫を極力外見上目立たせない仕様は従来の
経験が活かされている。また，金属部材の塗装は
粉体塗装を採用し，ケース内空気環境の清浄化に
も配慮した。この東洋館における展示ケース設計
が今後の仕様のプロトタイプとなっている。

⑵本館12室常設展示ケース（2011年1月）
本館（1938年開館）の第12室（漆工の常設展示
室）の全面改修に伴い，製作した展示ケースであ
る。上記東洋館常設展示ケースの後に製作を開始
した案件であったが，完成したのは東洋館常設展
示ケースよりも先である。そうした事情から，東
洋館常設展示ケースで実現し得なかった仕様が加
えられている。具体的には調湿剤トレイへの調湿
用換気ファンの設置，展示台埋め込み型LED照
明器具の発熱部を空冷する機構（Fig.8）などが
それに該当する7，8）。製作数は計6台。

⑶本館15･16･18室常設展示ケース（2014年5
月）（Fig.9）
東洋館，本館12室でのノウハウを活かし，そ
れらの仕様を踏襲しつつ，調色可能なLED照明
器具，LEDの小型化を活かした覗きケースの配
光設計，といった新規事項を意欲的に盛り込んだ
展示ケースである。壁付ケース，独立ケース合わ
せて計17台を製作した。

Fig.9　本館15･16･18室常設展示ケース（写真は第16室） Fig.10　歴史的展示ケース

Fig.7　東洋館常設展示ケース Fig.8　LED照明器具の発熱部を空冷する機構
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8．既存展示ケースの改修
既存の展示ケースを改修し，新たな機能を付加
することで優れた展示ケースとして復活を遂げる
ことができる。既存改修の考え方は予算規模に応
じた柔軟な対応といった観点だけでなく，資源の
有効活用という課題への対応も含むものである。

⑴歴史的展示ケース（2009年7月）（Fig.10）
東京国立博物館が1881 -1923年頃に使用してい
た経緯を持つ，展示ケースを改修したものであ
る。基本構造が木製で，フロートガラスを用いた
展示ケースであった。改修では，開閉部分の気密
性を向上，低反射フィルムの施工，光ファイバー
照明器具の設置，免震装置との連結，といった内
容を施工し，当時の意匠を尊重しつつ，機能的な
展示ケースとして再生させた。

⑵本館18室展示ケース（2014年5月）
絵画用の展示ケースとして，2004年9月に製
作された壁付ケースを改修したものである。当初
は調湿剤をケース内床部に設けた溝へ設置し，有

孔金属パネルで覆う仕様であった。内容積が大き
いため，使用する調湿剤が大量であり，かつ陳列
作品の脆弱性を鑑みて，機械調湿仕様への変更を
行った（Fig.11）。

⑶平成館考古展示ケース（2015年10月）（Fig.12）9）

考古展示室のリニューアルに伴い，全ての壁付
ケースを改修した。ガラスを低反射フィルム貼り
のガラスへ付け替え，調湿用ファン付きトレイを
有する展示台を新調，全ての基本照明をLED化
した。新たな塗装も施され，展示演出上の効果と
環境保全の双方の水準を向上させた。

⑷法隆寺宝物館展示ケース（2016年4月）
（Fig.13）10）

2015年5月より約1年間かけて展示室を完全リ
ニューアルした。全ての展示照明が刷新された
点が大きな特徴である。特に第6室にある長さ約
16mの壁付ケース内の照明では，壁面照度にお
いて国内最高水準の均斉度を実現している。作品
本来の色を美しく表現するために実験を重ねて製

Fig.13　�壁面照度の高い均斉度を持つ法隆寺宝物館展示
ケース

Fig.14　�面発光するOLED照明器具

Fig.11　展示ケースに取り付けた調湿装置 Fig.12　平成館考古展示室
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作された照明器具による効果である。

9．まとめと今後の展望
以上，近年東京国立博物館が関与した展示ケー
スの新規製作および既存改修の事例をまとめて
みた。これらは，より安全な展示環境と，より
高い展示効果の双方を同時に獲得するための取
り組みであると表現できる。こうした観点を踏
まえて，今後展示ケースがどのような進化を見
せ，どのような課題と向き合うことになるのか
を考えてみたい。

⑴展示照明
蛍光灯やハロゲンランプがLEDに置きかわり，
さらにOLEDの登場を受け，近年，照明器具には
急激な変化が見られる。今後新たに蛍光灯を採用
する選択肢は存在せず，LEDあるいはOLEDを
どのように効果的に用いるかが展示照明において
の大きなポイントである（Fig.14）。均斉度を求
めるのか，スポット的な明暗差を必要とするのか，
あるいは作品に応じた色温度調整を考えるのか，
使用者である博物館が展示照明に対して明確な仕
様を構築する必要がある11）。おそらく，将来的
には照明器具と，ガラス，展示台，展示ケースフ
レーム等といった部材との境界が無くなり，照明
器具自体が独立した器具ではなくなるものと思わ
れる。自然に作品を鑑賞するとはどういう行為な
のかを突き詰めるとどのような光環境が必要なの
かを見出すことができ，それは博物館資料を研究
する学芸員の研究成果であることに他ならない。

⑵保存環境
ガラス，金属，木材，プラスチックだけでなく，
将来的には全く新たな素材，あるいは従来の素材
を新たな加工によって展示ケースに用いる可能性
は十分に高い。そうした現実に直面した際に，作
品に対する影響をどう評価すべきか，どのような

保存環境（展示環境）の指針を構築すべきかは大
きな課題になると予想される。また，博物館も当
然ながら社会の一員であり，作品の保存が全ての
社会活動における免罪符とはならない。エネル
ギー問題，環境負荷，持続可能性といったキー
ワードは展示ケースの製作現場と無縁ではない。
作品の保存を社会的活動と調和した状態で継続で
きるような仕組みに展示ケースを位置付けていか
ねばならないと考える。
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